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　埼玉の実業家・渋沢栄一翁は、約500社もの企業
の設立・育成に関与しました。そして、渋沢翁の肖像
による新一万円札の登場を控えた本年6月、埼玉県
は翁の理念を受け継ぐべく、「渋沢栄一起業家サロン
（仮称）」を来年夏に開設し、起業家や起業希望者を支
援する計画を発表しました。「オープンイノベーショ
ンの創出・促進」、「スタートアップの創出・成長支援」、
「イノベーションを担う人材の育成」といったコンセ
プトを掲げています。
　では、埼玉のスタートアップの現状は、翁の出身地
にふさわしい状況にあるのでしょうか。関連統計を確
かめてみます。まず、一定期間にどのくらいの企業が
生まれたかを示す「開業率」です。図表 1は埼玉県
による試算値ですが、残念ながら、埼玉の開業率は

2012年－2014年以降低下しています。それは、東
京都、神奈川県、千葉県などの近隣都県も同様ですが、
問題は埼玉県の水準が常に低い点であり、渋沢翁は渋
い表情を浮かべているかもしれません。
　但し、直近データが2016年－2021年と古い点に
は注意を要します。また、実際の起業数もさることな
がら、①スタートアップしたいと思った人の増減や、
②何らかのハードルによって途中で起業を諦めてしま
うケースの多寡など、潜在的な起業活動を把握するこ
とも重要です。この点、埼玉県の現状を「就労構造基
本調査」によって確かめてみます。
　図表 2において、「起業希望者」とは、起業を目的
に転職を考えている人や起業のため無職になってい
る人の合計です。「起業準備者」は、そのうち準備を
始めた人であり、「起業家」は、過去1年以内に起業
を果たした人です。これをみますと、2012 年から
2017年にかけては、三者ともに減少しました。しかし、
2017年から2022年にかけては、起業希望者は大幅
に増加し、その下で起業準備者、起業家も増加しまし
た。起業希望者が増えた背景としては、起業教育など
の地道な取り組みや、数々の成功事例が知れ渡るにし
がたい、私たちにとってスタートアップが遠い存在で
なくなったこと、などが考えられます。渋沢翁も少し
だけ笑顔になってくれたでしょうか。
　もっとも、起業希望の「実現率」（起業家÷起業希
望者）は、2012年の 20.2％から 20.0％、17.7％と
期を追うごとに低下しています。潜在的な起業家は増
加しているが、起業のハードルから諦める人も増えて
いる、と解釈できますし、ここに今後の課題があるよ
うに思われます。実現率の引き上げに向けて各支援機
関がその機能を発揮し、スタートアップの世界におい
て、当県が渋沢翁の出身地にふさわしい地位を獲得す
ることを強く期待します。

埼玉のスタートアップへの期待
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起業希望者 (a)

起業準備者

起業家 (b)

実現率 (b/a)

2012

47,600人

22,800人

9,600人

20.2  %

2017

40,400人

21,200人

8,100人

20.0  %

2022

53,000人

26,600人

9,400人

17.7  %
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　一口食べたら、「本物」、「充実」という言葉が頭に浮かんだ。和光市の「株

式会社 古丹」（中華食材の製造・販売、中華料理店直営）の「古丹餃子」は、

埼玉を代表する餃子を目指して進歩し続けている。皮には、県産小麦をブレ

ンドした「彩の香麦（あやのこむぎ）」を使って芳醇な香りとモチモチした

コシを与えている。餡に練り込んだ豚肉は、川越でこだわり強く育てられた

「小江戸黒豚」。肉汁があふれ出る。野菜ペー

ストには、地元和光のキャベツ、たまねぎ、

人参を、時間をかけて混ぜ合わせている。

そのこだわりようには脱帽だが、同時に、

埼玉県の底力をつくづく感じさせられた。

　会社の創業はおよそ半世紀前の昭和 53 年

（1978 年）。増谷和紀・現代表は二代目社長

の長男で、調理学校卒業後、高級中華料理

店「赤坂維新號」を振り出しに 5 年に及ぶ

修行を積んだという。その後、和光に戻って家業に就き、2018 年に三代目

となった。コロナ禍の時期には、冷凍餃子を消費者に直販するための販売所

を開設し、現在まで県内を中心に 13 か所まで増やした。また、胡麻油で香

ばしく炒めた深谷ネギをブレンドした「深谷ねぎ餃子」を開発し、こちらも

人気商品に育てた。「新しいものにチャレン

ジしたい。自分たちが作りたいものを作りた

い」という増谷代表の次の一手が楽しみだ。

■ 株式会社 古丹
　代表取締役 増谷 和紀
　〒351-0104   和光市南 1-10-19
　 https://kotan-seimen.com/
　オンラインショップ：https://shop.kotan-seimen.com/
　（武蔵野銀行和光支店取引先）

図 1：開業率の推移

図 2：埼玉県の起業希望者、起業準備者、起業家の数
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増谷和紀 代表（右）と弟の賢治専務

                        （資料）埼玉県「埼玉県の産業と雇用のすがた（令和 5 年度版）」

起業希望者：転職希望者・無業者で「自分で事業を起こしたい」と回答した者。
起業準備者 : 上記のうち求職者
起　業　家 : １年未満の自営業主・会社等の役員のうち起業した者。

                   　　　　    　　　　　　　　　　　　　 （資料）総務省「就業構造基本調査」　

参考文献：「スタートアップとは何か」
　　　　　（加藤雅俊著 2024 年岩波書店）

開業率 ＝
新規に開設された事業所を年平均に均した数

期首において既に存在していた事業所
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